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ノ
ー
ト

『
事
務
事
業
一
件
　
長
門
峡
保
勝
会
』
に
お
け
る
長
門
峡
の
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

山
口
県
立
大
学
　
非
常
勤
講
師
　
上
　
利
　
英
　
之

一　

は
じ
め
に

　

現
在
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
、
紅
葉
の
時
期
に
な
る
と
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
長
門
峡
。

こ
の
長
門
峡
は
国
指
定
名
勝
と
し
て
、
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
名
勝
と
し
て
指
定
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
や
開
発
な
ど
は
、
萩
出
身
の
日
本
画
家
、
地
質
学

者
で
あ
る
高
島
得
三（
号
・
北
海
）や
同
じ
く
萩
出
身
の
軍
人
、
山
根
武
亮
ら
が
中
心
と
な
り
、

阿
武
郡
長
を
務
め
た
岡
村
勇
二
を
会
長
と
し
長
門
峡
保
勝
会
が
結
成
さ
れ
、
開
発
が
行
わ
れ

た
の
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

二　

本
稿
の
主
旨

　

長
門
峡
開
発
の
際
、
長
門
峡
保
勝
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
事
務
関
係
書
類
が
、
現
在
萩

博
物
館
に
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
正
式
な
資
料
名
は
『
事
務
事
業
一
件　

長
門
峡
保
勝
会
』

で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
多
く
は
長
門
峡
の
整
備
関
係
の
事
務
手
続
き
や
、
植
栽
、
遊
歩
道
整

備
な
ど
の
事
務
書
類
だ
が
、
中
に
は
実
際
に
長
門
峡
を
観
光
地
化
し
、
観
光
客
を
誘
致
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
べ
き
か
、
を
検
討
し
た
書
類
も
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
そ
の
中
で
も
筆
者
が
興
味
を
持
っ
た
一
つ
の
書
類
を
紹
介
す
る
。

三　

書
類
に
つ
い
て

　

こ
の
書
類
は
、「
長
門
峡
探
勝
要
項 

附 

阿
武
川
清
遊
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
整
理
の
際

に
振
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
146
と
い
う
番
号
が
、
各
紙
ご
と
に
書
か
れ
て
い
る
。
文
末
に
書
類
の

写
真
を
掲
載
し
、
全
文
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
以
降
こ
の
書
類
を
資
料
と
呼
ぶ
。

四　

こ
の
資
料
の
概
要

内
容
と
し
て
は
、
長
門
峡
を
大
き
く
五
区
と
区
外
と
し
て
分
け
、
長
門
峡
を
探
勝
す
る
際

の
旅
程
や
、
各
区
の
見
ど
こ
ろ
、
整
備
す
る
べ
き
注
意
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
の

骨
子
は
、
大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）五
月
に
萩
医
師
会
会
員
で
あ
る
世
良
氏
が
、
長
門
峡

を
探
勝
し
た
後
に
長
門
峡
保
勝
会
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
が
元
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
原
資
料

を
翻
刻
し
、
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
句
読
点
を
加
え
、
旧
字
を
新
字
に
直
し
た
文
を
掲
載
す
る
。

ま
た
改
行
や
表
現
は
、
な
る
べ
く
本
来
の
改
行
を
活
か
し
た
状
態
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
翻

刻
に
は
萩
博
物
館
学
芸
員
の
平
岡
崇
氏
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。

長
門
峡
探
勝
要
項 

附 

阿
武
川
清
遊

一
、　
　

探
勝
の
便
宜
上
、
地
区
を
左
の
五
区
に
分
つ

第
一
区　

御
堂
原
、
丁
字
川
よ
り
湯
ノ
瀬
間（
又
は
栃
崎
）

第
二
区　

湯
ノ
瀬
よ
り
江
舟
川
、
金
郷
渓
を
経
て
重
塀
岩
間

第
三
区　

重
塀
岩
よ
り
高
瀬（
又
は
藤
蔵
間
）

第
四
区　

佐
々
並
川（
漣
渓
）長
者
原
よ
り
藤
蔵
間

第
五
区　

高
瀬（
又
は
藤
蔵
）よ
り
阿
武
川
下
り
萩
間

二
、　
　

全
景
を
探
勝
せ
ん
と
す
れ
ば
、
数
日
を
要
す
る
も
、
普
通
三
日
間
。

（
も
っ
と
も
時
間
に
余
裕
な
き
も
の
は
、
第
一
区
を
半
日
、
第
二
、三
区
間
を
半

日
に
探
勝
し
得
。）

第
一
日　

御
堂
原
丁
字
川
よ
り
千
瀑
洞
口
に
入
り
、
順
次
下
行
し
、
支
流
生
雲
渓
を
探
勝
し
、

傾
瓢
又
は
握
飯
に
て
昼
食
。
そ
れ
よ
り
下
り
て
龍
宮
淵
附
近
を
精
探
し
、
湯
ノ
瀬

（
又
は
栃
崎
）に
着
し
、
一
浴
労
汗
を
流
し
て
、
夕
景
を
眺
望
し
つ
ゝ
晩
餐
一
泊
。

第
二
日　

早
朝
、
支
流
江
舟
川
に
渡
り
、
河
床
の
広
場
に
お
い
て
大
小
天
狗
岩
、
烏
帽
子
岩

及
び
金
郷
出
合
の
遠
景
を
眺
め
、上
流
の
天
壁
岩
、天
柱
岩
、蟹
瀬
ノ
瀑
布
を
探
り
、

次
い
で
支
流
金
郷
渓
に
入
り
、
猿
渓
瀑
布
よ
り
又
下
り
て
、
切
籠
切
窓
の
峻
峰
を
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仰
ぎ
つ
ゝ
昼
食
。（
場
合
に
よ
り
て
は
、
猿
渓
の
滝
又
は
重
屏
岩
の
下
流
広
場
な

る
河
床
に
て
も
可
。）そ
れ
よ
り
第
三
区
に
下
り
、
展
開
せ
る
両
岸
と
広
く
、
か
つ

円
滑
な
る
心
地
よ
き
河
床
に
川
遊
び
を
な
し
、
夕
景
高
瀬
着（
又
は
藤
蔵
）一
泊
。

第
三
日　

支
流
漣
渓
に
入
り
、
清
雅
な
る
風
景
に
浴
し
史
跡
、
古
蹟
を
探
り
つ
ゝ
藤
蔵
に
帰

着
し
、
昼
食
。
午
后
阿
武
川
下
り
清
遊
に
前
日
来
徒
歩
探
勝
の
労
苦
を
慰
し
つ
ゝ

両
岸
の
風
景
、
史
、
古
蹟
を
探
り
て
萩
町
に
着
泊
。（
漣
渓
、
探
勝
せ
ざ
る
者
は

高
瀬
よ
り
阿
武
川
下
り
を
な
し
、
半
日
に
し
て
萩
町
着
。）

萩
に
て
は
神
社
仏
閣
、
古
史
蹟
、
越
ケ
浜
等
を
巡
覧
汽
船
に
て
青
海
島
の
勝
景
、

次
で
美
祢
郡
の
洞
窟
を
探
り
長
門
の
三
大
奇
勝
を
終
覧
。

第
一
区
：
峡
谷
の
美

第
二
区
：
奇
岩
雄
大

第
三
区
：
川
遊
の
極
致

第
四
区
：
清
雅
の
風
致

第
五
区
：
清
遊
慰
労

長
門
峡
宣
伝
歌

　

世
界
に
誇
る　

勝
景
は

　
　
　

日
本
一
乃　

長
門
峡

　

行
っ
た
方
が
よ
い　

見
た
方
が
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
レ
ー
〳
〵
〳
〵

　

長
門
峡
探
勝
阿
武
川
の
清
遊
に
つ
い
て
の
希
望

一
、　

探
勝
者
に
快
感
を
覚
え
し
め
て
、
か
つ
て
倦
怠
の
感
な
く
し
て
探
勝
遊
覧
せ
し
む
る

事
。

　

イ　

関
係
地
方
民
、
特
に
旅
館
、
茶
屋
及
び
之
に
準
ず
る
者
は
精
神
上
、
物
質
上
優
遇
し

か
つ
便
宜
を
与
う
る
事
。

　

ロ　

倦
怠
を
起
さ
ざ
る
様
、
そ
の
道
程
の
順
序
、
設
備
及
び
地
図
、
案
内
記
等
興
味
を
感

じ
つ
ゝ
探
勝
し
得
る
様
、
方
法
を
設
く
る
事
。

二
、　

地
図
を
印
刷
物（
こ
れ
を
仮
に
地
図
と
名
付
く
）と
板
図（
こ
れ
を
仮
に
掲
示
図
と
名

付
く
）と
を
分
け
て
説
明
す
。

　

イ　

地
図
に
は
山
口
県
の
大
要（
特
に
長
門
峡
、青
海
島
、滝
穴
の
連
絡
、も
っ
と
も
必
要
）

と
長
門
峡
阿
武
川
下
り
、
並
に
萩
地
方
一
同
の
精
巧
図
の
事

　

ロ　

掲
示
図
は
全
景
の
も
の
を
長
門
峡
駅
、
御
堂
原
入
口
、
聴
秋
橋
、
高
瀬（
又
は
藤
蔵
）、

橋
本
橋
、
松
本
橋
、
汽
船
會
社

探
勝
上
必
要
な
る
部
分
的
の
も
の
、
丁
字
川
、
生
雲
渓
、
出
合
、
龍
宮
淵
、
聴
秋
橋

（
此
処
に
下
流
に
長
門
峡
の
真
景
あ
る
旨
の
掲
示
図
、
特
に
必
要
）、
栃
崎（
比
処
に
江

舟
川
、蟹
瀬
の
瀧
、天
柱
岩
、天
壁
岩
等
あ
る
旨
並
に
其
出
合
の
河
床
よ
り
大
小
天
狗
岩
、

烏
帽
子
岩
、
金
郷
出
合
の
遠
景
眺
望
絶
佳
の
旨
の
記
入
）、
金
郷
渓
出
合
、
重
屏
岩
附
近
、

山
陽
電
気
発
電
所
附
近
、
漣
渓
及
び
之
に
準
す
ん
必
要
の
個
所
と
建
設
す
る
事

三
、
現
在
の
地
図
に
添
加
し
た
き
も
の

第
一
区
中

　
　

１
・
雛
の
床
、
左
岸
の
巨
岩
、
其
下
手
の
巨
岩
に
命
名
の
事

　
　

２
・
桜
の
滝
の
記
入
、
並
悔
不
言
の
岩
、
並
に
生
雲
渓
橋
の
記
入

第
二
区
中

　
　

１
・
聴
秋
橋
、
金
郷
出
合
の
橋（
今
回
架
橋
に
決
し
た
る
も
の
）

　
　

２
・
江
舟
川
の
勝
景（
小
滝
、天
柱
岩
、天
壁
岩
、蟹
瀬
の
瀑
布
及
び
勝
景
に
價
す
る
も
の
）

　
　

３
・
時
雨
山
の
割
岩
に
命
名
の
事

　
　

４
・
や
ぐ
ら
岩
の
記
入
誤
正

　
　

５
・
切
篭
切
窓
下
流
数
個
の
淵
に
命
名
の
事

第
三
区
中

　
　

１
・
重
屏
岩
下
流
の
両
岸
の
河
床
、
並
に
淵
に
命
名
の
事（
此
地
帯
一
般
に
対
山
展
開 

河
幅
廣
く
、
且
同
景
平
坦
に
し
■
第
一
、二
区
と
比
し
危
険
な
り
閑
か
に
散
索
し

て
眞
に
川
遊
び
の
勝
地
た
り
）

　
　

２
・
日
本
橋
梁
会
社
出
張
所
の
下
流
左
岸
の
天
柱
石
柱
岩（
自
然
に
石
柱
を
な
す
）に
命

名
の
事

　
　

３
・
鰐
岩
附
近
の
両
岸
の
岩
、
並
に
山
、
河
床
、
淵
等
に
命
名
の
事
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４
・
高
瀬
乕
蔵
附
近
の
勝
地
、
史
、
古
蹟
を
記
入
の
事

第
四
区
中

　
　

１
・
長
者
原
、
長
者
滝
、
淵
及
び
下
流
の
岩
山
、
瀬
、
淵
等
に
命
名
の
事

　
　

２
・
漣
渓
第
二
魚
切
下
流
の
巨
岩
、
淵
等
に
命
名
し
、
且
史
、
古
蹟
記
入
の
事

　
　

３
・
探
勝
に
便
な
る
様
、
道
を
布
設
す
る
事

第
五
区
中

　
　

１
・
阿
武
川
下
り
の
両
岸
の
山
、
淵
等
之
命
名
し
、
且
、
史
、
古
蹟
を
記
入
の
事

区
外

萩
附
近
の
勝
景
、
神
社
佛
閣
、
史
、
古
蹟
等
巡
覧
之
便
宜
の
様
、
記
入
の
事

附
記

１
・
道
の
分
岐
点
之
道
標
を
建
つ
る
事

２
・
標
木
を
整
理
す
る
事

３
・
眺
望
の
個
所
を
明
示
す
る
事

４
・
道
と
河
床
間
の
雑
木
、
朽
木
の
取
捨
を
適
当
に
す
る
事

５
・
旅
館（
御
堂
原
に
も
必
要
）、
そ
の
他
探
勝
上
こ
れ
に
準
す
る
必
要
の
設
備

特
筆
す
べ
き
は
第
三
区
、
第
四
区
の
勝
景
、
並
に
史
古
蹟
ヲ
記
載
ス
ル
事（
此
三
、四
区
を
探
勝

す
る
も
の
は
、
充
分
な
る
記
入
な
き
為
、
倦
怠
の
感
、
其
声
、
其
足
と
に
表
は
る
。
故
に
此
間
、
真
に
勝
景

の
記
入
を
要
す
。）

第
三
区
河
床
の
川
遊
び
、
阿
武
川
下
り
の
清
遊
は
、
長
門
峡
探
勝
の
労
苦
を
慰
し
、
か
つ
長

門
峡
の
単
調
な
ら
ざ
る
真
価
を
深
く
脳
裡
に
印
象
す
。
世
界
的
の
勝
地
、
日
本
一
の
勝
景
に

し
て
国
立
公
園
の
候
補
地
た
る
長
門
峡
は
永
遠
に
保
存
し
た
く
、
山
陽
電
気
の
発
電
が
将
来

こ
の
勝
景
を
損
せ
ぬ
様
、
一
地
方
と
し
て
で
は
な
く
、
我
日
本
国
と
し
て
も
、
之
に
向
っ
て

保
存
に
努
力
を
要
す
る
事
。

大
正
十
一
年
五
月
、
萩
医
師
会
員
長
門
峡
探
勝
を
な
し
た
る
際
、
世
良
医
師
よ
り
長
門
峡
開

発
に
関
し
寄
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。

五　

資
料
の
内
容
に
つ
い
て

　

こ
の
資
料
を
読
む
と
、
長
門
峡
と
し
て
い
る
区

域
が
、
山
口
市
側
は
丁
字
川
か
ら
と
、
現
在
と
は

変
わ
ら
な
い
が
、
萩
市
側
は
今
は
阿
武
川
ダ
ム
に

沈
ん
で
し
ま
っ
た
あ
た
り（
高
瀬
、
藤
蔵
な
ど
）ま

で
、
か
な
り
広
い
区
域
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
自
家
用
車
が
一
般
的
で
は
無
い

時
代
で
あ
る
た
め
、
五
区
間
に
わ
け
、
三
日
を
か

け
て
全
景
を
見
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
時

間
が
な
い
場
合
の
旅
程
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
の
テ
ー
マ
も
設
定
さ
れ

て
お
り
、
飽
き
ず
に
景
観
を
眺
め
て
回
れ
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
よ
り
広
く
長
門
峡
の
範
囲
を
捉
え

て
い
る
た
め
、
近
年
の
長
門
峡
案
内
図
で
は
そ
の

全
容
を
掴
み
づ
ら
い
。
そ
こ
で
当
時
に
近
い
長
門

峡
の
案
内
図
と
し
て
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
も
の

と
し
て
は
、
こ
の
資
料
の
少
し
後
の
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）に
出
版
さ
れ
た
、
吉
田
初
三
郎
の

『
長
門
峡
鳥
瞰
図
』
が
各
地
名
も
入
っ
て
い
て
よ

く
分
か
る（
図
一
）。
こ
の
鳥
瞰
図
と
現
在
の
地
図

を
見
比
べ
る
と
、
資
料
に
載
っ
て
い
る
が
、
現
在

は
阿
武
川
ダ
ム
に
沈
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
地
名
も

わ
か
り
や
す
く（
図
二
）、
資
料
で
設
定
さ
れ
た
探

勝
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
の
に
も
、
役
に
立
つ
。

ま
た
、
現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と

し
て
は
、
金
郷
渓
出
合
の
橋
が
あ
る
。
資
料
で
は

「
三
、現
在
の
地
図
に
添
加
し
た
き
も
の
」
の
「
第

二
区
中
」
の
中
で
「
金
郷
出
合
の
橋（
今
回
架
橋

に
決
し
た
る
も
の
）」
と
あ
る
も
の
が
、
そ
れ
に

（図1）吉田初三郎『長門峡鳥瞰図』長門峡管理組合　1925年
（国立国会図書館デジタルコレクションよりhttps://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/920244　2021年12月閲覧）
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当
た
る
。
鳥
瞰
図
の
方
で
は
す
で
に
描
か
れ
て
お
り（
図
三
）、
金
郷
渓
に
は
そ
の
橋
を
通
っ

て
行
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
現
在
の
金
郷
渓
出
合
付
近
に
は
橋
は
な
く
、

金
郷
渓
に
は
ボ
ー
ト
な
ど
の
手
段
で
川
を
渡
る
必
要
が
あ
る
。
因
み
に
、
近
く
に
は
橋
脚
が

川
の
中
に
立
っ
て
い
る
場
所
は
あ
る
。
こ
れ
は
長
門
峡
に
詳
し
い
方
の
話
に
よ
る
と
、
以
前

は
そ
こ
に
橋
が
あ
り
、
そ
れ
を
通
っ
て
金
郷
渓
に
行
け
た
が
、
過
去
の
洪
水
に
よ
り
、
橋
は

橋
脚
を
残
し
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
以
来
掛
け
直
し
も
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。
こ
の

流
れ
て
し
ま
っ
た
橋
が
資
料
の
中
で
「
金
郷
出
合
の
橋（
今
回
架
橋
に
決
し
た
る
も
の
）」
と

さ
れ
た
橋
だ
と
思
わ
れ
る
。

因
み
に
そ
の
先
の
金
郷
渓
は
、
金
郷
渓
出
合
か
ら
少
し
奥
に
行
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
古
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
跡
が
続
い
て
お
り
、
渡
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、

猿
渓
瀑
布
や
そ
の
奥
に
行
く
こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
遊
歩
道
は
、
古
さ
な
ど
か
ら
推
測
す
る
に
、
大
正
年
間
に
整
備
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
資
料
に
設
定
さ
れ
た
探
勝
ル
ー
ト
は
、
こ
の
道
を
通
っ
て
行
く
こ
と
を
想
定

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
、
こ
の
資
料
の
中
で
興
味
深
い
も
の
と
し
て
は
、「
長
門
峡
宣
伝
歌
」
で
あ
る
。
正

（図2）現在阿武川ダムに水没している地名
（©googlemapに筆者が加筆）

（図3）図1の拡大。現在無い橋が描かれている。

確
な
作
者
は
不
明
で
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
歌
が
作
ら
れ
て
い
た

事
自
体
が
興
味
深
い
。

そ
し
て
、
強
く
印
象
に
残
っ
た
も
の
と
し
て
は
、「
関
係
地
方
民
、
特
に
旅
館
、
茶
屋
及

び
之
に
準
ず
る
者
は
精
神
上
、
物
質
上
優
遇
し
か
つ
便
宜
を
与
う
る
事
。」
と
あ
る
一
文
で

あ
る
。
昨
今
観
光
地
振
興
や
地
方
を
盛
り
上
げ
る
な
ど
の
名
目
で
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
な
ど
が

よ
く
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
場
合
、
開
催
者
や
そ
の
関
係
者
が
盛
り
上
が
り
、
地
元

は
置
い
て
き
ぼ
り
で
、
後
に
は
結
局
何
も
残
ら
な
い
、
と
い
っ
た
事
が
見
受
け
ら
れ
、
地
元

が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
様
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
長
門
峡
保
勝
会
で
は
、
外
部
の
意
見

の
採
用
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
元
へ
の
配
慮
を
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
、
実
際

に
ど
こ
ま
で
実
現
さ
れ
た
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
一
文
を
公
的

文
書
に
残
す
と
い
う
意
識
は
、
称
賛
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六　

ま
と
め

　

今
回
取
り
上
げ
、
紹
介
し
た
資
料
は
、『
事
務
事
業
一
件　

長
門
峡
保
勝
会
』
の
膨
大
な

書
類
の
一
部
で
あ
る
。
大
量
に
あ
る
書
類
だ
が
、
こ
の
資
料
群
を
読
み
、
参
考
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
元
振
興
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
意
義
の
あ
る
も
の
に
で
き
る

の
で
は
無
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
何
か
興
味
深
い
資
料
が
発
見
で

き
れ
ば
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
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